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本
学
が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社
と
共

同
で
取
り
組
む
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
、
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
で
紹
介
さ
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
学

が
展
開
す
る
高
大
産
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
で
、

人
型
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
」
を

活
用
し
て
、
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
進
む
石
巻
地
域
の
課

題
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
２
０
１
７
年
４
月
に

始
ま
っ
た
。

　
本
学
を
含
む
24
団
体
の
活

動
の
詳
細
は
『
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
活

動
実
績
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
７

｜
２
０
２
０
』
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
本
学
が
観
光
案
内
や
出

前
授
業
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
と
と
も
に
、「
圏
域
の

高
校
、
企
業
と
の
３
者
連
携

を
行
い
、
地
域
資
源
を
活
か

し
な
が
ら
若
い
世
代
の
人
材

育
成
及
び
地
域
活
性
化
」
に

寄
与
す
る
活
動
と
し
て
、
そ

の
意
義
に
つ
い
て
も
言
及
。

取
り
組
み
に
至
る
経
緯
や
課

題
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
得
た
気
づ
き

な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
女
子
競
走
部
に
は
フ
ォ
ッ

ク
ス
真
島
新
菜
さ
ん
（
経
営

１
・
青
森
県
八
戸
学
院
光
星

高
）、長
谷
川
日
菜
さ
ん
（
人

間
１
・
青
森
県
弘
前
学
院
聖

愛
高
）、
佐
々
木
未
奈
さ
ん

（
経
営
１
・
宮
城
県
一
迫
商

業
高
）の
３
人
が
入
部
し
た
。

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
真
島
さ
ん

は
、
高
校
３
年
時
に
出
場
し

た
東
北
総
体
の
１
５
０
０
メ

ー
ト
ル
で
大
学
生
を
抑
え
優

勝
し
た
経
験
を
持
つ
。「
ス

ピ
ー
ド
に
は
自
信
が
あ
る
の

で
、
ス
タ
ミ
ナ
強
化
が
今
後

の
課
題
。
石
巻
専
大
で
成
長

し
、
世
界
に
通
用
す
る
ラ
ン

ナ
ー
に
な
り
た
い
」
と
目
標

を
口
に
し
た
。

　
陸
上
競
技
と
並
行
し
て
教

員
免
許
の
取
得
も
目
指
す
長

谷
川
さ
ん
は
、「
ス
ピ
ー
ド

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
自
信

の
あ
る
ス
タ
ミ
ナ
強
化
も
図
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中
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石
巻
専
修
大
学
の
２
０
２
０

年
度
の
新
入
生
が
、
桜
の
つ
ぼ

み
が
ほ
こ
ろ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
本
年
度
の
入
学
者
数
は
学

部
３
８
１
人
、
大
学
院
５
人
の

計
３
８
６
人
。
本
学
体
育
館
で

予
定
し
て
い
た
入
学
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
。
新
入
生
は
４
月
１
日
、
３

教
室
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た

「
学
生
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に

参
加
し
、
大
学
生
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

桜が歓迎

新入生第一歩

　
石
巻
専
修
大
学
な
ら
び
に

大
学
院
修
士
課
程
に
入
学
・

進
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
の
皆
様
に
も
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
石
巻
地
域
唯
一
の
高
等
教

育
機
関
で
あ
る
本
学
は
、
４

月
１
日
に
創
立
32
年
を
迎
え

ま
し
た
。
私
立
大
学
の
強
み

は
、
各
大
学
の
建
学
の
精
神

に
基
づ
い
た
自
主
的
か
つ
多

様
な
教
育
研
究
活
動
の
推
進

に
あ
り
ま
す
。本
学
は
、専
修

大
学
の
建
学
の
精
神「
社
会

に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」の
下
、

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン「
社
会
知

性
の
開
発
」を
理
念
に
掲
げ
、

「
学
生
第
一
主
義
」
の
大
学

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
建
学
の
精
神
と
理
念
を
踏

ま
え
、
本
学
で
は
社
会
に
送

り
出
し
た
い
人
物
像
を
「
社

会
の
諸
問
題
に
、
自
分
の
役

割
を
自
覚
し
て
取
り
組
む
た

め
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学

び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
」

と
は
、
自
分
自
身
を
他
人
の

視
点
か
ら
見
つ
め
る
こ
と
の

で
き
る
人
を
意
味
し
ま
す
。

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
私
た

ち
が
社
会
で
直
面
す
る
問
題

の
多
く
に
は
、
必
ず
し
も
明

確
な
答
え
が
用
意
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
学
で
は
ゼ
ミ
や
卒

業
研
究
を
通
じ
て
、
与
え
ら

れ
た
課
題
に
対
し
て
自
分
な

り
の
答
え
を
見
い
だ
す
方
法

を
学
び
ま
す
。
日
進
月
歩
す

る
社
会
の
な
か
で
最
善
の
答

え
を
見
い
だ
す
に
は
新
た
な

手
法
や
知
識
を
継
続
し
て
吸

収
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
「
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
」
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
学
科
の
科
目
を

履
修
で
き
る
学
科
間
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
経

営
学
部
の
学
生
が
専
修
大
学

で
半
年
間
学
ぶ
国
内
留
学
制

度
な
ど
、
社
会
知
性
を
広
く

身
に
つ
け
る
た
め
の
多
様
な

学
び
の
道
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
社
会
人
と
し
て
求
め
ら

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
組
織
運
営
能
力
を
養

う
た
め
に
、
自
発
的
な
課
外

活
動
や
研
究
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
授
業
や

課
外
活
動
に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
本
学
は
「
多
様
な
学
び
の

力
で
、
学
生
一
人
一
人
が
夢

の
実
現
に
向
け
て
飛
躍
で
き

る
大
学
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
り
、

交
友
を
広
げ
、
夢
や
目
標
を

持
っ
て
大
学
生
活
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の

大
学
生
活
が
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
実
り
多
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
び
続
け
る
人
に

尾
池
尾
池  

守守  

学
長
の
祝
辞

学
長
の
祝
辞

　今年も多くの１年次生が体育会各部に入部し

た。なかでも飛躍が期待される硬式野球部、女

子競走部のルーキーを紹介する。

期待のルーキー

硬
式
野
球
部

　
硬
式
野
球
部
に
は
30
人
が

入
部
し
た
。
注
目
は
高
校
２

年
時
に
新
潟
県
大
会
を
制

し
、
夏
の
甲
子

園
を
経
験
し
た

投
手
の
柳
橋
悠

生
さ
ん
（
経
営

１
・
新
潟
県
中

越

高

）

写

真
。「
自
信
が

あ

る

」

と

話

す
、
伸
び
の
あ

る
ス
ト
レ
ー
ト
が
武
器
だ
。

「
石
巻
専
大
に
は
高
校
の
先

輩
が
い
る
こ
と
も
あ
り
、
何

度
か
練
習
に
参
加
し
た
。
良

い
雰
囲
気
で
野
球
を
し
て
い

て
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
と

思
っ
た
」
と
言
う
。「
力
で

押
せ
る
投
手
を
目
指
し
、
得

意
の
ス
ト
レ
ー
ト
に
磨
き
を

か
け
た
い
。
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
す

る
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

成長誓う３人

女
子
競
走
部

り
た
い
。
大
学
は
練
習
量
も

増
え
る
の
で
、
ま
ず
は
先
輩

に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
」
と
話
す
。

　「
い
い
走
り
方
を
し
て
い

る
。
自
信
を
つ
け
れ
ば
化
け

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」

と
泉
田
利
治
監
督
が
評
す

佐
々
木
さ
ん
。「
文
武
両
道

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。

全
日
本
大
学
駅
伝
の
メ
ン
バ

ー
に
入
り
、
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
両
親
に
恩
返
し
が
し

た
い
」
と
語
っ
た
。

左
か
ら
佐
々
木
さ
ん
、
フ
ォ
ッ

ク
ス
真
島
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん

◆
理
工
学
部

梅
山
光
広
教
授

機
械
工
学
科
　「
自
動
車
工

学
Ⅰ
・
Ⅱ
」

辻
大
和
准
教
授

生
物
科
学
科
　「
野
生
動
物

保
護
論
」

◆
経
営
学
部

浅
沼
大
樹
教
授

経
営
学
科
　「
意
思
決
定
シ

ス
テ
ム
論
」

佐
藤
平
国
助
教

経
営
学
科
　「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
基
礎
」

◆
人
間
学
部

遠
藤
郁
子
教
授

人
間
文
化
学
科
　「
日
本
文

学
研
究
」

佐
藤
誠
子
准
教
授

人
間
教
育
学
科
　「
心
理
学

概
論
」

　
４
月
１
日
付
で
新
た
に
６
人
が
専

任
教
員
と
な
っ
た
。
氏
名
、
職
名
、
所

属
学
科
、担
当
科
目
は
次
の
通
り
。

新
専
任
教
員
紹
介

新
専
任
教
員
紹
介

高大産連携 Pepper

社会貢献プログラム

ソフトバンクＨＰで紹介

　
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
を

目
的
に
、
文
部
科
学
省
が
推

進
す
る
「
成
長
分
野
を
支
え

る
情
報
技
術
人
材
の
育
成

拠
点
の
形
成
（
ｅ
ｎ
Ｐ
ｉ

Ｔ
）」。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分

野
」
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
理
工
学
部
情
報
電
子
工

学
科
４
年
次
の
杉
江
勝
馬
さ

ん
（
愛
知
県
富
田
高
）
が
参

加
し
た
。

　
昨
年
10
月
か
ら
約
３
カ
月

か
け
て
「
特
別
講
義
（
遠
隔

授
業
）」
を
受
け
た
後
、
２

０
２
０
年
１
月
11
〜
13
日
の

日
程
で
「
演
習
科
目
」
を
受

講
。
高
度
な
専
門
知
識
を
学

ん
だ
証
し
と
し
て
、
修
了
認

定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　
修
了
認
定
証
を
手
に
し
た

杉
江
さ
ん
は「
研
修
で
は
、安

全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
つ
い
て
他
大
学
の
学
生
た

ち
と
議
論
し
、
実
際
に
効
果

検
証
を
行
っ
た
。
知
識
が
深

ま
っ
た
こ
と
で
、
卒
業
後
は

シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
り
た

い
と
い
う
目
標
が
明
確
に
な

っ
た
」と
、充
実
し
た
研
修
を

振
り
返
っ
た
。

理
工
・
杉
江
さ
ん
が

ｅ
ｎ
Ｐ
ｉ
Ｔ
参
加

修
了
認
定
証
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
杉
江
さ
ん

尾池学長のメッセージ動画を大学ホームページで公開中

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

30
人
が
入
部
甲
子
園
経
験

柳
橋
投
手
も


